
(3) 地盤沈下

邑知平野の北東の端3 七尾市の市街

地は，1960年代より排水の不良3 建

築物の亀裂や傾斜， ピノレの抜け上り ，

道路の不等沈下などの現象が目立つよ
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うになり ，さらに 1966年 9月には戸

数 650戸余が床上，床下の浸水を受け

るに及んで，地盤沈下の実態が顕在化

した。 1972年から 1979年までの水準

点の測量結果による と，累計沈下量

5cm以上の範囲は御蔵川以東の市街

地 を中心におおよそ 0.5km
2に広がり ，

とくに七尾市府中町では 7年間 に，

13.5 cm沈下している。 1976年，地盤

沈下地域に指定され，地下水採取の規

制が行われた結果，現在は小康状態と

なっている。

一方，平野内陸部から南西側の海岸

までに散在する農業用の井戸の中には，

井戸側管が抜け上るという現象がみら

(永田

献

金沢平野は，士山形的に内陸側から，

第三紀層の山地， 段丘， 扇状地，潟湖

の点在する沖積低地，海岸砂丘という

聡〕

考文

(1) 北陸農政局 (1980):地盤沈下調査，

邑先日平野地区調査報告

れ， 最大 29cmを記録している。

参

金沢平野包.
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し， その中央部に割って入るように手
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金沢平野の地質層序は表 2-4-14の

ようにまとめられている。また，平野

の地質区分および地下地質|初商は図

図 2-4-38および図 2-4-39の2-4-37， 
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418 第 2編地方別にみた地下水

ようになっ ている∞。 これからわかるとお り，金沢平野は，大きくみれば全体が海に向かつて聞

いた 1つの地下水盆となっているが，地形，地質的な条件に支配されて，地下水の様相は地域に

よりかなり異なっている。

本稿はこれまでの成果をふまえ，①河北潟周辺，②手取川扇状地，③ 小松江沼低地に分けて

説明する (図2-4-37)。

5-1. 河北潟周辺

(1) 地形・ 地質

河北潟周辺は，金沢平野の北東部を占め，河北潟を中心とした潟埋積層よりなる沖積低地を主

体とする。その海岸部には，内灘砂丘が発達する。内陸側はいわゆる森本急斜帯に支配される丘

陵によって限られる。本地域を横断する浅野川および犀川沿いには，数段の河岸段丘や小規模な

扇状地が発達し，ここ に金沢市が位置している。

周辺の丘陵は，平野部の不透水基盤を なす高窪泥岩層(第三紀中新世〉およびその下位層L 鮮
おんま

新世の大桑砂岩層，下部洪積層の卯辰山層から構成され，これらの地層は平野の地下に潜り込ん

でいる。中部洪積層より上部の地層は，平野部においてそれ以前の地層を覆う形で、ほぼ水平に分

布してい石。中~上部洪積層は手取川扇状地に向かつて層厚を増し，沖積層は逆に河北潟付近が

最も厚くなっている。また，沖積層の上部は，海岸付近では砂丘砂となっている。

(2) 地 下 水

本地域の水文地質についてまとめたのが表 2-4-15である。大桑砂宕層 (Tu)および卯辰山層

(D-T)の地下水は，主に平野東縁部で利用されており，平野部全体に分布する DG2層の地下

水は，上位層中の地下水と併せて取水されている。 DG(f)-DG1層は本地域の主要帯水層となっ

ており ，手取川扇状地の旧期堆積物としての性格を有し，同扇状地から河北潟中心部付近まで層

厚を減じながら連続する。一方，河北潟東岸付近では，卯辰山層~沖積層の地下水中に水溶性天

然ガスが含まれ，水質が悪くなっている(針。

犀川河口付近の普正寺観測井の地下水頭の年変化は，手取川扇状地における不圧地下水の水位

変化に対し，多少の遅れを伴いながらも追随しており，扇状地からの地下水供給が酒養主体をな

すことを示している。 1- 2月の水頭低下は，消雪用地下水の揚水によるものであり ，細かな凹

表 2-4-16 用途別地下水揚水量および揚水施設数 (1977年〉

(石川県地下水保全対策協議会{引による) (上段ー揚水量 m'jd¥
L下段:施設数 本/

地下水区 |水道用|工業用|農業用 |建築物用|消雪用|その他| 計

潟周辺 l21m|192ω121391lw|
(72) I (468) I (240) I (1，131) 

状地 189m l…129附|
(123) I (310) I (100) (427) 

d 松江沼町 |36803121 1 
(47) I (94) 

金沢平野ll | 
(12) 

50，709 
(352) 

(103) 

|(;;;:;| 

(171) I (24) 

(25) 

(12) 

10，796 

(208) 

5，617 

(7) 

4，594 

(7) 

323，060 

(2，106) 

237，938 

(992) 

67，797 

(275) 



凸は工業用やピノレ用の揚水による週変化を表

わ している(図2-4-40)。

金沢市の周辺部では，一般に地下浅部の地

下水の水質が悪いため，古くから“モック リ"

と呼ばれる掘抜井戸によって，集落の用水や

水田の補給水がまかなわれていた (3)。しかし，

その後工業用， ピノレ用などの地下水利用が急

増 し，1977年 における地下水揚水量は日立t

約 32万 m 3，井戸数約 2，000本 (5)に達してい

る (表2-4-16，図2-4-41)。

このよう な地下水利用の増大に伴い， かつ

ては有力な自l質地帯であった (3)当地域(とく

に南西部，図2-4-42)は次第に自噴の範囲や時

期が減少していき，1968年頃までにはほとん

ど自噴を停止してしまった(6)。図 2-4-43は

1974年の地下水面等高線図であるが，この

頃には，旧 自噴帯の地下水位は，すでに大部

分が Om以下と なっており ，地下水位の低下

の激しさ を如実にも のがたっている。

また，地下水位の低下に伴い，軟弱な潟埋

積層の分布する地域では地盤沈下が発生して

いる。国や県によって実施されている水準測

量の結果(図 2-4-44)では，沈下量の最 も大

きい地点は大野川付近で， 5年間に 10cm以

上沈下している。 1976年以来の地盤沈下観

測では，1978年ごろまで地盤の収縮がかな

り著しかったが(図2-4-40)，その後，1981 

年までのデータでは，収縮の速度は鈍り ，地

下水頭変化によく対応した弾性的な動きを示

している(7)。層別沈下量をみると，浅層の収

縮が大部分を占め，沖積層軟弱粘土 (N値 0

-5)の圧密が沈下の主体にな っている。

海岸部にある内灘砂丘では，水道用，農業

用などに深井戸が利用されているが，その中

に高濃度の塩分混入により使用不能となった

井戸が知られている。しかし，その実態は明

らかにはなっ ていない。
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図2-4-41 金沢平野井戸増加傾向図

(石川県地下水調査会ωおよび石川県

地下水保全対策協議会ωによる〉

Eヨ 自邸認:

堅習特に自噴企の多いー有ia

/ ノ H寺季的に自噴する一千佐

図2-4-42 金沢周辺における 1959年頃の

自l質帯 (今井(.)による)
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図2-4-43 河北潟周辺地下水面等高線図
(単位標高m)(1974年 5月〉

(:1じli1t炭政局(2)による〉

b)非かんがいWI(1昭和49年11)'1)

図2-4-45 手取川扇状地区地下ー水面等高線図

(単位 :標高m)(北陸山政局(2)によ る〉

図2-4-44 jiiJ北潟周辺地盤沈下量分布図

(石川県地下水保全対策協議会 (8)による〉

5-2.手取川扇状地

(1) 地形・地質

手取川扇状地の主部は，鶴来町を扇頂

部として金沢市南部から線上町にかけて

広がり ，等高線がみごとな同心円状を呈

するきわめて典形的な扇状地である。扇

頂部の標高は約 90m，扇端部の標高約 5

m，勾配は扇頂部から扇央部にかけて

1/130程度，扇端部で 1/200程度となっ

ている。扇状地の北東部および南西部で

は， 沖積低地にi~町移する。

扇頂部および扇状地左岸の丘陵は第三

紀中新世の緑色凝灰岩類および流紋岩類

からなり，これが地下水盆の基盤となっ

ている。また扇状地右岸の丘陵には，金

沢市から連続する大桑砂岩層および卯辰

山層が分布する。手取川扇状地の堆1漬物

は主として砂磯からなり ，扇央部付近で

の層厚は 130m 以上を有する。 この扇

状地堆積物は海岸付近における粘土層

の爽在状態や磯径の差により ，上部の

AG(r)層と下部の DG{f)層に分ける考

えもある (2)。
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(2) 地 下水

手取川扇状地は金沢平野で最も地下水の豊富な地域となっている(表2-4-15)。その主体をなす

DG(f)層は最も有能な帯水層で，北東には河北潟中央部，南西には梯川付近まで連続するようで

あり，金沢市や小松市付近では被圧地下水の帯水層になっている。 AG(f)層は DG(f)層を覆って

いる もので，扇端部では潟埋積層と指交関係をな していると 考えられている (2)。

地下水面の形態はかんがい期 と非かんがい期で著しい蓋を示す。かんがい期の地下水面(図2-

4-45 (a))は地形とほぼ似た形態を示し，図面や用水路からの浸透が地下水酒養の主体をなすこと

を示 している。一方，非かんがい期の地下水面(図 2-4-45(b))は手取川本川 と鋭角をもって交

わり ，手取川本川が浦義の主体と なっていることを示している。

地下水位の連続観測については，松任市成町と金沢市八日市町の例を図 2-4-40に示す。これ

らの地下水位変化は七ケ用水(手取川右岸側用水路網の総称〉の通水量と密接な関係を もっ ている。

なお，非かんがい期における地下水位は降雨の影響を受けやすく ，降水量の比較的多い 12- 3 

月には，水位が多少回復する傾向をみせている。

手取川扇状地は，用水路網の設置によって，江戸時代末期ごろまでにはほとんど水田化 されて

いたが，扇端部では湧水や掘抜井戸が多数あり ，水田の補給水な どに用い られていた(8)。近年は，

扇央部および扇頂部において も深井戸が急増 し，工業用水，水道用水， 農業用水， 建築物用水な

どを主体に揚水されている(表2-4-16)。

手取川扇状地においても，手取川下流部

の湧水酒渇など，地下水位低下が問題とな 4 

っている。 1962-1972年ごろ までの水位低 | 

下速度は，扇央部の金沢よりの地域で大き | 

く，1-1.5 m/年程度，他の地域で 20-50

cm/年程度で あった(九地下水位観測記

録(9)によると，最近の地下水位低下速度は

図 2-4-46のようにな る。 扇央部の水位低

下が相対的に大きいという傾向は続いてい

るものの，低下速度 は 5-50 cm/年程度

であり，幾分鈍化の傾向にある。しかし，

手取川河口左岸部の砂丘地帯では， 40cm/ 

年を超える地下水位低下がみられ，地下水

の塩水化が懸念される。

5-3 小松江沼低地

(1) 地形・地質

図2-4-46 地下水位低下速度分布図 (単位 :ml年〉

(本図は石川県(9)の地下水位観測資料のうち，1976 

年以前に設置された観測井について，地下水位変動

中央値の最近における変化傾向を示した。〉

小松江・沼低地は，金沢平野の南西部を 占め，南東~西側を能美，小松丘陵に取り固まれている。

丘陵の末端には，段丘や扇状地が発達し，さらに沖積低地に続いている。その沖積低地は標高

10-20m程度の月津台地一分校面をとりまき，加賀三湖 と呼ばれる潟が点在する。海岸沿いに

は，北から小松砂丘，橋立丘陵，大聖寺砂丘が続いている。
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後背山地および丘陵部は新第三紀中新世の流紋岩，流紋岩質火砕岩および堆積岩類からなり ，

水文地質的な基盤となっている。 丘陵末端の段丘堆積物およ び加賀市南西部に分布する南郷層

(磯，泥〉は高位段丘に，橋立丘陵に分布する片山津層 (泥，砂， 1深〉および月津台地の砂層は中位

段丘に対比される (1)。低地部の地質は，木場潟付近を境としてその構造に差があり ，北東側では

第三紀層までの深度が深く ，DG1層や DC1層が伏在している。南西側では第三紀層が浅く ，DG1 

層，DC1層は欠如する。

(2) 地下水

帯水層の概要は表 2-4-15にまとめたとおりであるが，金沢平野の中では比!I史的地下水に乏し

い地域である。小松市を中心とする北東部地域には，手取川扇状地から連続する DG1層が分布

しており，その他 DG2層，As層からも地下水が採取されている。 一方，加賀市を中心とする南

西部地域では，良好な帯水層が少なく， DG2層や D-T層を取水対象とし，また橋立丘陵で、は第

三紀層中の裂か水を取水している井戸もある。

小松江沼低地の地下水揚水量は前述の 2地域の 1/3-1/4にすぎないが， 水道用水，工業用水と

しての利用がそれぞれ 54%，32%と高い率を示すことが特徴である。その中で も，加賀市にお

いて，大聖寺川の伏流水を主体とした水道用水の取水が急増していることが注目される。 小松砂

丘では梯川右岸を中心として井戸が多く ，工業用および、畑地かんがい用に利用されている。 小松

市の中心部付近および粟津周辺は，深井戸が最も集中し，30井近くの井戸によって洪積層の砂礁

層中の地下水が採取され， もっぱ ら工業用水として用いられている (2)。

〈榎並信行〉
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6. 福井平野

(1) 地形・地質

福井平野は，福井平野主部 (もしくは坂井平野)，加越台地，三里浜砂丘を包含す る東西約 10

klTl， 南北約 20kmの範囲である。 地域の南限は，武生盆地(あるいは{仙武盆地〉と接し，その境

界は福井市南部の浅水，大土百聞の狭陸部である。

地形区分を図 2-4-47に示す。 平野をとりま く山地は， 西側の丹生山地，東側の加越山地，越

前中央山地で， ともに第三紀中新世の火山岩類， 凝灰岩な どからなる。平野の南端には孤立丘群

があり ，南の武生命地へ続いている。


